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Abstract:　The Quaternary strata of the higher, middle and lower terrace deposits in the
Takaoka Plain, Tosa City, southwest of Kochi City, are studiedパand the　Holocene strata,
the Hage Formation, under the Takaoka A11リｖia卜plain　are　clarified.　New　strataare
defined as the Myogadani Formation of the higher te紅涙e gravel bed, the Miyanouchi
Formation ｄ the middle one and the Nakagouchi Formation of the lower ｏｎｅよTheseare
consisted of thむ fluvial gravel beds covered with　talus　and　soils.　The Holocene Hage
Formation is gむnerallycomposed of mud　with O川i (Akahoya) volcanic ash at the middle
part, and this covers unconformably the First Gravel Bed correlatable with the Nakagouchi
Formation of the surface part.十　　　　　し　　　　犬
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犬　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に　　ニ　　　＝　　　　　＼　　ノ
　満塩らは1966年いらい，高知県下の各地区の第四系について報告し，まIだ，愛媛県・徳島県や香
川県の第四系についても報告七てきた．そして，それらに基づき√四国全体め第四系についても総
括した（満塩・古川, 1988 ;j満塩・加賀美, 1992)レさらにその後√四国吉野川め上・中流部や物
部川・四万十川上流の愛媛県広見川流域付近の第四系など比ついても報告している．　　ト　ニレ
　ここでは，高知市の南西方にある土佐市めいわゆる高岡平野における第四紀の構造発達史及び環=
境の変遷史について述べる（図１）．　ニ　　　　　　　　ト　　　十　万　　　＼　十　　‥‥‥　‥
　：　　・　　　　　　はげ　　●，　　　　　　　　　　　　／　　　　･犬　　　　．●･●　　　一一　　．●　　　　　　一一　　ぺ･高岡平野は波介川流域に沿うもめで,しこの川は一級河川の仁淀川の下流域比位置し七=いす√その=
東端で仁淀川に流入している./そこでは，雨期などの際に主流め仁淀川の水が増水して，そのため
流水は波介川を逆流七，その流域は常時，氾濫を起こ=しているのである．こ分ような現象は,し四万
十川の一支流の中筋川でもみられ，その流域では中位段丘がみられる（満塩・西川, 1991).ま＼だ．
カンボデイアのメコン河流域でも，同河の増水によら=てトンレレサップ河とトンレバッサック河を通
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流域における中筋川も東西性の河川であり，洪水時に氾濫し，高知平野では鏡川下流の神田川が氾
濫するのも同様の地形に原因するのである．　　十　　　　　上　　　　　　∧　＼
　本調査地域の地形は山地・丘陵・段丘・沖積平野からなIる．高岡平野の北側には,し西端め虚空蔵
山（674m）を最高峰にして，東方に連なる約400 m以下の低い山地・丘陵がみられる.∧また，この
平野の南側でも，約300mめ低い山地・丘陵が東方に連なリ,＼最高は御領寺山の･306 mがあ力，南方
の浦ノ内湾との境には横瀬山(297m)がある．　　　　＼
　また，段丘地形は３段みられ,ニ高位段丘・中位段丘・低位段丘である．さらに.沖積平野の高岡
平野が波介川沿いに展開している．　　　　　　犬＞　　　　　　∇ニ　　　　　　　　　∧
　波介川はこれらをぬって流れており，総延長は約20km足らずであり，西方約8 kmの甲原付近で，
甲原川と分岐する．これに対して，多数の南北性の小河川が流入していしる．
　当域を構成する地質としては，山地・丘陵地は四万十帯白亜系の主として砂岩・泥岩層及びそれ
らの互層からなっているが，先段丘の前期更新統ぱないi段丘地形については，高位段丘は明ケ谷
層からなり，中位段丘は宮ノ内層であり，‥さらに低位段丘は中川=内層からなる．また,一沖積平野は
波介層からなる．これらの地層群はいずれも新定義のものである･.ニニ　　　　　　　‥　‥‥‥
　なお，各段丘を構成する地層からに環境の推定のために花粉分析を試みようと七たが，各段丘の
構成層はほとんど砂傑からなり√これに適ずる試料はみられなかこった．しかし，ト野田
(1963,1965,1971,1985)は完新世の波介層の１部の江良沢及び入沢の試料につい七花粉分析を行っ
た．ここでは，これらの分析結果を簡単に述べるが，紙数の制限から図表は省略するトまた,上江良
沢のピニト試料については，14C測定も行った（野田,寸９ｊ８５）／．　･･　　　．・　．．．　･・．　　１　　　犬
　　　　　　　　　　　　　　　　第　四　系　のレ記　載　　　●●●●　●●●●　　　●●●
　土佐市高岡平野の波介川流域においては，前述の宍ように，第四系の露頭はきわめて少ないレレ
　当地域では，第四系最下部の前期更新統はみられない．中・後期更新統については，古い方から
高位段丘堆積物の明ケ谷層，中位段丘堆積物の宮ノ内層レ低位段丘堆積物の中川内層に分けられる．
また，完新統は波介層である．これらの地層群はいづれも新定義のものである／
　当地域における第四系の分布は図２に示している，また,し図３には各個の柱状図を示し，図４に
は断面図を示している．さらに，図５には高岡平野下の地質断面図を示している．
Ａ．中期更新世＝高位段丘堆積物，明ケ谷層
　明ヶ谷層（みょうがたにそう，新称）
　命名者：野田・満塩(1994)　　　　＼
　模式地：土佐市北地明ヶ谷（Ｌｏｃ.1）犬
　層厚：　約５ｍ
　標高：　海抜約130～25ｍ
　木層のタイプは土佐市北地の明ケ谷付近にある.こしかし，残念ながら現在ではこの露頭は，建築
物のために除去されて，十分には観察できない．タイプ地の標高は約25mであるJ本層の層序につ
いては，最上部に約40(血の黒褐色土がのり，その下位に約60cinの赤色土がのうている．さらにその
下位には,ニ約１ｍの亜円藻層が基盤白亜系の上に不整合にのっている／藻層は5～20cmのサイズで
あり，赤褐色のクザリ傑からなる．傑の種類は砂岩が多く,十チャートも含まれる．　　＼
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　　　　　　＼　　　　図4.土佐市高岡平野,波介川流域の地質断面図,＼　　　　‥‥‥‥‥‥　‥‥
断面め位置は図２参照･ My,明ケ谷層（高位段石ﾆ）の構成面琴漕ノ内層ﾄ（中位段丘）の構成面ごＮ瓦中川内
層（低位段丘）の構成面　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･．･．･．･･．　･･　　　　．．･　　･．･　．･．　・．・ト
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　また，宇都木における木層も標高は約25mであるが,◇最上部に約50cmの赤褐色上がのり，その下
位に約1.5mの赤褐色の亜円傑層が基盤の上に不整合にめっでいるトこの藻層jは/5ト30cmのサイズ
であり，タイプ地域のものよりやや大きい．傑の種類も同様に砂岩が多ぐ，チャー：ドも含まれる．
　さらに，市野々の久保地付近では，標高は約80～70mで,〉基盤の上にチャートや砂岩め巨疎か散
乱している．　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　＼　十　十　　　　上　　　　　　　　　：
　以上のように，木層の分布はきわめて狭いものである.十　　‥‥‥　‥　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　これらの地層からは時代を特定できる火山灰や花粉化石などくを含有するものはみられないが.本
層の特徴や分布高度などから高位段丘構成層と考えられる.………………=　　　………………
　jなお，/この平野の北西方の佐川盆地南端，狩場付近には狩場層があ仏約５ｍの赤褐色クサ丿傑
をもづ高位段丘傑層がみ:られる（西沢・満塩, 1992)ト＼　………＼十　　　十　　‥‥‥‥　‥
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　　図3.土佐市高岡平野,波介川流域の第四系各個柱状図．　　　　　　ト
柱状図の上の数字は標高（ｍ）　位置は図２参照.づ１，明ヶ谷層（高位段丘,Ｈ）△土佐市明ヶ谷　２，明ヶ谷層
（高位段丘,Ｈ）土佐市宇都木　３，宮ノ内層（中位段丘,Ｍ）<土佐市所谷　４√宮ノ内層犬（中位段丘，Ｍ）土佐市
宮ノ内　５,市川内層几（低位段丘,Ｌ）土佐市大川内　６，中川内層（低位段丘，Ｌ）土佐市中川内
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本層の分布は前述め高位段丘よずば広いが√低位
　これこらの地層か/らしぱレ時代を特定でき尚志火山灰巾
層の特徴や分布高度などから中位段丘構成層=と考え
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Ｃレ後期更新世叫低位段丘堆積物，し中川内層:
　　中川内居了なかごうち]そう√噺称卜＼十＝
　命名者ト野田し･満塩(1994)‥‥‥‥　‥‥
十ト模式地し:土佐市中川内j(し)ｃ………6う…………………
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ニま=だ，土佐市大川内では√約50φの表土/で√
層が基盤四上に不整今に牡る.……:………………
十さらに,……:最上部の音地(赤ホヤ)＼犬山灰め薄
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命名者：野田・満塩(1994)
複式地:ト土佐市波介し
層厚：　約40m
標高：　ﾚ海抜約６心－30ｍ
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　完新統の表層は沖積平野を構成している．沖積平野は波介層め沖積層からなり，かって,ｊ満塩
(1985,1986a,1986b)は高知県下の沖積層の堆積環境の特徴について総括した．また,∧四国全体の
沖積平野にっいでも総括した（満塩・古川, 1988)∠さ＼らに丿四国全体の軟弱地盤に関して平野下
の構造にっいても述べた（小椋・満塩ら, 1989).一方，中村二「1952,」965, 1972)は花粉分析か
ら沖積層を細分した．　　　　　　尚　∧　　　　　　　十　　　尚　　　　　　　　‥‥‥　‥　‥
‥図５には，ボニリｙグによって得られた高岡平野下の構造を示す／これらのうち，主なものはａ
からｅの記号で示し，従属的なものは縦線でボーリングの深度を表すにとどめておく．
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　　　　　　　　　　　　図５．土佐市高岡平野,波介川流域地下の地質断面図．犬＼　　　　　　づ
位置は図６参照Ｈ,波介層（沖積層）　Ｎ,中川内層（低位段丘）△　縦線／ローマ字はボーリングの位置
　高岡平野の地下では，基盤上に不整合に低位段丘構成層め中川内層に相当するいれゆる洪積第¬
陳層かおる．これは約５ｍの層厚懲，東方に連続し,□仁淀川付近できわめて厚くなるようである．
　さらに，その上に完新世の波介層が不整合にのっている.1本暦は最大約30mの層厚である．全体
が殆ど泥層であり,ニ平野の西部と中央部では上部付近に砂層を挟んでいる．また，本層の中部には
音地（赤ホヤ）火山灰を含み，最大の層厚は約５ ｍであるが，ごれが地表では低位段丘の中川内層
の上にのうている/のがわずかにみられる（Lbc.6）..･･･.･.･･.･.･　　...･･･　　　　　　　　・･.・　　..　･.
　1叩▽　＼
‥‥‥‥‥:
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……)ｽﾞ………I=ﾌ〉………………日=犬
　し波介層分布の西部に近い江良沢では標高は約灘ｽ袖……=であくるﾉが4/=
.=万.･東一方Cぐ
減くして:いきj,………また,コ河床勾配:はきわめて小さいトぞﾚﾚしこ万亡1;J==万=仁丿淀JII:4こIよ=
I
る1土゜砂jの運搬J4万万堆積に
平野め東方√ﾉ高岡町付近竹は高度的にや/や高くﾉな………ら(･ｹﾞぐ･jj･U.j
I
ﾒ==る,=･L･JJ:::一一.万.･..呂従･,･･j･.午jj･JJ.:
.･
jｻﾞぐ･,･4ﾕ･
.
･11 . lj.==
I
==波･一介j= :II･･流域でﾉは中流お
すが0，低湿化七ているyのであ=)石./まヶたレ高岡町
また,二木層の士部=にみられる遺跡の地表下
ay; 1965 ；1971).二これｽらﾚぱ高岡平野西部(?
である.……=また,=」ﾆﾋ較のだﾚめに,＼佐川盆地万におけ:るyJ
ラみは紙数制限のためｹに図示七ていjないレニ………
１)入沢遺跡コ　‥‥‥‥‥‥‥　‥　‥　‥‥‥‥‥　‥‥ﾄ
犬入沢遺跡ﾆ(表２のNo.6)では深度60cm九十暗万
仁その頷ト印=9mつはﾄ耳面ｓ-Ｃｒ＾iptｏｍｅｒiaの増加鴎
後者,の時代ではSh,iiaﾉは減少φ傾向を示すかしこ＼
気候に推移したもめと考えられる.＼ﾚ特に,〉莉畑=の
生態的にみてレ降水量の増大かまたﾚは気温低下く
Ｐｉｎｕｓ・Ｔｓｉtｇａ＊ﾌﾟＡ瞬(印軽微な増雛糾……:同様に頷
＼十方，森林心対す石人的影響にづいでは,ﾚ5(ト
著で:はなく√10~50cmの月面い＼Ｃｒｙｐtｏｍｅｒiaく口
深度5収ｍ以浅の･Ｐｉｎｕｓﾌの増加は･気候的変化と人為6
だ,犬深度30cin以浅のＴｓｕｇａ=・＼力倆（め減少=と印如
候変化より:も影し弘二Ｔ叫如・ﾉＡ玩ｅｓﾚ口天然林
ことノれ万らの時代にづい七は, 50cmの深度を境に,………;･
60．以浅かﾚらのGrami面面花粉の急増七√直径4
本地域での水田耕作φ開始が弥生中期………(約2ﾚ00朗
田, 1963a)レ　　六大＼１　‥‥‥‥　‥‥‥‥　‥‥‥　レ
また，入沢遺跡の北東約200 mめ地点亡は240 cm
7＼枚含むトぞの10~40cniは耳成s-Cryptom昨融皿
で，植生め変化点は前地点より10函浅いyごとが分
２丿江良沢遺跡…………;　･．　　　し　ト　……]･
江良沢遺跡付近=(表･2のＮ０.10)ﾉでは√11.3mcﾀ
部から：レ暗灰色粘土ﾀﾞ(2mでト･し暗黒褐色粘土混じj
じり灰色シルト(3.8血)=）灰白色火山灰………(Oい5血４
花粉分析結果では;………全般的に
く,･
.･
‥針=葉樹では最上部の暗灰色粘土層のﾄjt〕ｍｕｓ
比率が顕著である．更1こ･詳細しにみれ凪…………最･上1部
時代で,∧Ｐｉｎｕｓくの異常な増加がみられる√第ｽ2層Tの
などの圧倒的に多い極盛期の/RIIぺRU臨ｽ時代首あｿ=:;ﾇ
で層の＼青灰色シノレトは２次的堆積の火山灰が混廿宍
林帯の上部担当/と考えられ:る.宍森林下降高度脊6㈲
なり√RI～RII移行時代=とみな七したレ第＼5.層:め青灰
が，この時代についてはレ当域西方の佐川町上美者
泥炭層を含
如廊訟であ4).1
次第jに湿潤な
臨ﾚの贈加jは，
■■■■■■■■■　W-.･■■■■■■■　　　■■■■■■
れるし＼〉ま(……七ﾉﾅ……深.･度.60･cmtrの
で=あろ寺/……ｿ:ｿﾞ…………〉…………1
ぬ㈲畑紡………時代仁jは,‥＼まだ顕……:
は］
定首きる･.………1特に，
汝)でﾉあろトう/.犬jま
↓=………jその原因は気
響と考えられる．
ﾋﾟる上皮だ√深度
もﾄの:の多産は，
有の首ある………(野
11=い青灰色砂層を
7試料が得……らﾚれﾉた=じ……とjれ1よ上
天色粘土……(1:･j・万)!.1万=4=･Jy..青灰色混
●
厨の比率が大き
下丿層めAbiesの
K=のでRlllb
・Ｓhiiａ
であくるﾚ∠第
広葉樹
下と
出ﾉさ万れﾉなかった
l層上下の灰黒色
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粘土層は針・広葉樹混交林で，Ｐｉｎｕｓ.・Abieｓ ・Ｔｓ昭ａの他に落葉広葉樹が顕著で，＼暖・温移行帯
的な様相を呈するが,ニ当時の森林帯の下降量を少なくとも700～800m以上とみなせば，気温低下量
=は少なぐとも4～5oC程度となり，その時代はかつ七RI～RII移行時代とみなしたが,し現在ではRII
上部で約6,300年前とされているレニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥‥‥‥‥
　なお，第２層の泥炭層最上部のヤＣ測定結果は, 1,340±90YBP （Ｎ -1565)である．　丿
　　　　　　▽･　　．●　　　　犬　　上　　一対　　＼比一一　∧　…………　ｊ　　　　　　　‥十　二･
＼次に，高知県下の第四系と本地域の第四系の対比を行う（表１）．‥‥‥‥‥‥　‥ﾄ　　十　し
　本地域の高位段丘の明ケ谷層は,し越知盆地では小舟層（満塩jら√1991)に対比され，中央部地域
では高知市付近の城山層「加賀美ら,」991)であ）り，領石盆地では久礼田層（高知第四紀研究グルー
しプ, 1972)に対比されjるトまた，物部川流域付近では，琴平層（満塩ら√1977:1992)に対比され
る．室戸半島方面亡は久礼岩層（加賀美ら, 1993 ;満塩:, 1991)に対比できる．　　　＼　‥　＞
　次に，調査地域の中位段丘堆積物･の宮ノ内層は，越知盆地で=は楠原層=（満塩ら, 1991)で，中央
部地域での能茶山層（満塩ら, 1977 ；1992) と西南部地域の窪川層（満塩ら, 1991)などに対比ぎ
れる．さらには領石盆地の福田層（高知第四紀研究グルドプ, 1972)……・高知市の大谷層（満塩ら，
1966 ；満塩ら, 1991)にも対比岑れる．また，東南部地域の室戸方面では，海成の叶木層･羽根層・=
元層・生見層などに対比される（満塩ら, 1992)がにごれらの層は局部的に存在し, 20-10血の面
を形成七海成層であって古土佐湾海進によって堆積七だもめである．ｹﾞまた，西南部地域め足摺方丿
面では土佐佐賀町以南に海成の広大な中位段丘を形成しているし平野層と足摺層に対比され，中筋川
流域では中筋層４戸内層がある＼（満塩ら, 1991)に　　　　……１：＝　　＼　　∧　　＼
　ダさらに，調査地域の低位段丘の中川内層は，越知盆地の井関層（満塩ら, 1991)に対比され，東
南部地域の叶岡層（満塩ら, 1991)に対比される.犬こ=れらは室戸半島方面では室津層＼（満塩ら，‥
1977)に対比される，また，中央部地域では領石盆地の久次層ニ（高知第四紀研究グループ, 1972)
に対比ざれ，さらに土佐山田町付近の低位段丘藻層Iの土佐山田層（満塩ら, 1993)に対比されるレ
西南部地域φ四万十川流域では広瀬層および浮鞭層に対比ざれる（満塩ら, 1988 ; 1990)ト‥‥‥　；
　完新世の波介層は高知平野下の沖積層に対比さ＼れ,ﾆ領石盆地では常通寺島層子高知第四紀研究グ
ループ, 1972)に対比される．･．･．　　　　．･･　･．･　　　万　＼し･...　.･　・.・　　　　　　　・・・
　/なお，＼四万十川流域では最近，野田によって先段丘の大井川層が発見されたが，これは里川層に
対比される．この層の特徴は標高約160～130 mにわたり，層厚は約20=ｍにも達するも‥のである．ま
た，基盤上に不整合に円傑や約１ｍの泥層も含まれている／:ごれjは走行N10°Ｗで,十傾斜は12° Ｎ
Ｅであり，これは四万十川本流の東流を示していて，きわめて重要であるレし
　　　　］　▽　　　　　大大　　考∧古　学　遺　跡犬＼　　士　　　　＼　　　ヶ
　高知県の考古学的な遺跡にっいては，その１部にっいては満塩(1986)が総括しでいる.〕‥ま･た，
当域付近にっいては，野田(1964, 1971)が佐川盆地や高岡平野周辺の考古学的遺跡について総括
しでいるレこれらは図６と表２に示している．　　　　　エ　‥‥‥‥‥;　ヶ　　　　　　　　＞
　縄文時代の遺跡は４箇所ある．これらのうち，最も古いものは縄文草創期の西鴨池徳安め二宮神
社近傍遺跡であくる．これはサヌカイト製のポインy卜により,大約12,500年前とされているごういで，
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高岡町野田の野田遺跡は縄文後期・弥生前期や須恵器・土師器の複合遺跡である．波介倉岡の倉岡
遺跡は縄文と弥生の複合遺跡で，土器の他心石包丁などを産出する／徳安め徳安縄文遺跡も縄文・
弥生の複合遺跡で，土師器も混在し，土器の他に炉石などを産出する.‥また√高岡町林口遺跡も縄
文弓ぶ生の複合遺跡である．　＼　　　　　　犬　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　‥　‥‥‥　　　＼
　弥生時代では遺跡は多く，12箇所が報告されている．∇ごれらは弥生中・後期にづいては時代が確
定しているが，他の物はその詳細は不明懲あるレ産出物は土器の他には管五i 銅矛 などである./六
白また，本地域で稲作が開始されたのは，入沢遺跡でぱ花粉分析により:j,ト弥生中期七までさかのぼ
ることが明ら=かにざれた=(野田, 1971).　　　　　　　　　　　‥‥‥‥‥‥　‥‥‥‥‥　‥‥‥
ダなお√古墳時代以後の遺跡については省略するレ･．･･．．　　･･．．･･　　　．．･．･　．･．･･　　．･　・･･　･･
し　　　　　　　　　ト　　　　　　　表２．土佐市高岡平野付近の遺跡/十　　‥　ダ　　　　■■　　　■　　　■
時　　代 名　　称 所在地 出　土　品
１
２
３
４
５
縄文草創期／
　　　　後期
縄文後期／
　　弥生前期
縄文／弥生
縄文／弥生
縄文／弥生
二宮神社
　　　近傍遺跡
野田遺跡
倉岡遺跡
徳安縄文遺跡
林口遺跡
西鴨地徳安
高岡町野田
波介倉岡
西鴨地徳安
高岡町林口
ポイント
　　石斧
土器
　(含須恵器)
土器　石鏃
土器
　(含土師器)
土器
　(含土師器)
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
弥生後期
弥生中／後期
弥生後期
弥生後期
弥生後期
弥生
弥生
弥生
弥生
弥生
弥生
弥生
徳安弥生遺跡
入沢遺跡
万法寺遺跡
甫岐山遺跡
森岡遺跡
江良沢遺跡
本村遺跡
鍛治屋ヶ端遺跡
森光遺跡
竹ヶ端遺跡
明官寺大古遺跡
鳴川遺跡
西鴨地徳安
仁井田ノ内
甲原入沢
波介万法寺
用石甫岐山
波介森岡
東鴨地
　椎木和田
本村宮地
甲原
鍛治屋ヶ端
甲原森光
甲原竹ヶ端
高岡町明官
　　寺太古
高岡町鴨川
　　　大西
土器
　(含土師器)
土器
　(含土師器)
銅鉾２本
石斧　土器他
土器　石包丁
土器　瓦器
土器　土錘
　(含土師器)
土器
　(含土師器)
土器　石斧
土器　管玉
　(含土師器)
土器　炉石
　(含須恵器)
土器　石斧
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＼高位段丘の明ケ谷層の堆積=した頃は,=一波介川の･
側を東方に流れでいた‥もの万方あごろ＼うレま＼だ･同様に
ｉの高所で，現在よ力も北側を東流していたもめ
位段丘形成の頃までは現在の高知市を東流ﾚしでい
の新川川に流れでいた√この証拠凪春野町め沖
　　■-●　●〃W==･･　=- ･･･■¶¶■　･･･- --=　　-･･
側を東方に流れでいた‥もの万方あごろ＼うレま＼だ･同様に√ﾚ
積第一･砂疎層の埋没谷が厚くな=うてﾚいる:のであるレ…………
協学園付近に中位段丘疎層の唯十の露頭が見ら飢考:･
陸棚平坦面上のﾉ埋没谷(Mitusio,上1985 ; GuruRe………,宍八j･t平坦面上聯埋没谷(Mitusio,±1
低位段丘の中川内層のj堆積時は√波介川ﾉはぎわ宍めﾚ七
■.･}･･･ ･j八八 ＿か_．-．．=し゛.　l ･　･S･.　　　　　.　　　　･. ■■■■
では約÷120mの低い万所:にあった.つ　　……
完新世ではに波介川流域懲の縄文海進は，
んでいｿたと考えダられる／年代的に時代は少し若ぐ]なﾚる]執､]
の土錘が江良沢に近い戸波本村遺跡から相当数〕出土七七皿
いる.大江良沢付近では明治時代まで湿原が残留＼して卜たに
でいて9＼･網漁が弥生時代以前から行われすいた可f
　〉また√ﾄ高知平野Tさはからての仁淀川がに前期更丿
段丘の能茶出層で満塩らよ19977 ;ﾚ1991)の堆積叫
丘形成めころに√現在位ように南流七で土佐市内ﾌj
一方,ぺ四万十川流域懲も先段丘の里川層に相当ｹﾞ
は東流を示している．これが高位段丘の新田層……(i
流し始めた=のであろうト　十　　犬　　　○十＼∧
　宍以上のように√先段丘と高位段丘○形成時とか1
と低位段丘形成時とめ間にも大:きな変動が存在上し
以上には√/=高知市西南方の上
を行い，＼岑らにレ高知県下め第西系の対比にら卜
るゾ　‥‥‥　　‥‥‥‥1‥‥‥‥‥‥　‥‥=　‥‥‥‥‥＼　………1
１）高位段丘j, 中 位段丘ﾉ･:低位段丘の各段丘堆
幻二高位段丘は明ケ谷層,……中位段丘は宮士内層
３）遺跡の分布や環境の変遷についここら述べた
当め洪
唸√‥農
??
ごと]が分かって
尺付近まﾚで及ん
し……:;:‘1=･!992)力.sら.中位
ﾚﾔで卜たが√ﾚ低位段
1987)ﾚ……:ﾄ
ﾉた執………こ|れら
群の定義
1下ﾌﾟめようyにな
層で‥ある
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